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1．はじめに

　21 世紀は「環境の時代」といわれ，まさに今，
自然エネルギーの研究は様々なところで続けら
れている。工業高校においても，平成 25 年度
実施の新学習指導要領ではエネルギー，環境問
題の記述がさらに拡充されている。
　本校電気科では，エネルギー，環境問題に対
する教育をさらに確立し，次世代を担う生徒が
これまで以上にこのことについて関心を持つこ
とを目指し，平成 21 年度から自然エネルギー
の研究製作やエネルギーの有効活用について，

『エコファーム』プロジェクトと命名し，基本
理念に基づき環境を考えたものづくりを課題研
究のなかで取り組んできた。その取組状況と今
後の展望について報告を行う。（図 1）

2．研究内容

⑴　プロジェクトの目標と方針
　生徒がエネルギー，環境問題について関心を
持つために，研究や製作を通して，次の研究目
標を可能にする。
〈研究目標〉
①　エコ発電による快適空間を創造する。
②　電気の地産地消。
　また，本プロジェクトを次の研究方針に沿っ
て推進していく中で，生徒とともに環境を考え
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感じていました。しかしながら，現在環境問題
等で町工場の中の様子を見る事ができません。
そういった意味で，高校生を対象とした実践的
な技術指導や地元の子供達を対象としたものづ
くりに対する啓発事業を実施する本プロジェク
トは，将来のものづくり人材の育成にとても役
立つものと確信しています。これから就職を迎
える生徒には，是非，良い「人柄」を形成し，
何でも良いから人に負けないものを身につけて
いただきたいと思います。
②　学校の授業では教えられない現場の技術や
雰囲気を実践的に指導する特別授業や，生徒が
実際に企業の現場を体験するインターンシップ
やプレ・インターンシップ等，生徒にとって必
ず役に立つプログラムだと思います。将来的な
ビジョンを持っている生徒も，持っていない生
徒も，先ずは色々な現場や技術をその目で見る，
そして知る。ビジョンさえ持てれば，普段の授
業の重要さに気付く事でしょう。本プロジェク
トは，産業界，教育界そして行政等が連携し，
そのような機会を生徒に与える事ができます。
⑶　キャリア教育推進連携事業最優秀賞を受賞
　文部科学省・経済産業省共催「キャリア教育
推進連携事業」表彰において，本プロジェクト
が平成 26 年度の最優秀賞を賜った。
　これまで，地域の方々のご協力をいただきな
がら進めてきた本プロジェクトの大きな成果で
あると考えている。
⑷　その他
①　インターンシップ等を円滑に実施

②　技術の伝承に係る授業を円滑に実施
③　入試の応募状況の改善
④　小・中学生への技術教育の振興
⑤　地域との連携強化と本校 PRの充実

5．おわりに
　本プロジェクトは，産業界と行政，教育機関
が連携して推進してきたものである。
　工業高校生を対象とした実践的な教育プログ
ラムによって，若手ものづくり人材の育成，地
域産業の振興，地元への就職促進の点で大きな
成果が得られた。地域と連携して進めてきた本
プロジェクトによって，かつての本校のイメー
ジを刷新し，地域へのアピールができてきてい
るものと思われる。今後も本プロジェクトを継
続していく必要性を感じており，現在も全力で
取り組んでいる。今年度は本プロジェクト発足
5年目を迎え，教職員の負担軽減を含めた課題
の検討を行い，地域密着型工業高校として，来
る 80 周年を迎えられるよう努めていきたい。
　なお，プロジェクト実行委員会（作業部会）
では，社会人（一般事業者の技術者）等を対象
としたカリキュラム作成，人材登録制度など
「（仮称）ものづくり人材育成センター」の概念
を検討し，小学生から社会人までの全階層を網
羅した若手ものづくり人材育成の教育システム
構築を目指している。
　今後も，地域との連携をより一層深め，「も
のづくり工業立国日本」を支える人材育成に貢
献できるよう努めてまいりたい。

「キャリア教育推進連携事業」表彰式
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たものづくりが展開できるようにしていく。
〈研究方針〉
①　生徒の知識と知恵を重視する。
②　手づくりでできるところは手づくりする。
③　低予算で製作をする。
⑵　計画概要
　平成 21 年度から開始し，毎年，計画を更新
しながら部門ごとに研究，製作を行ってきた。
　平成 26 年度の設定テーマ数は 21 テーマであ
る。生徒はテーマを選び研究や製作を行い，エ
コファーム構想の完成を目指す。構想図を図 2
（p.21）に示す。
①　全天候型エコ発電機の設置
　　太陽光発電（快晴の日），風力発電（風の
ある日），雨水発電（雨の日）を利用し，発
電した電力をバッテリーに蓄電する。
②　緑化屋上公園とする。野菜，果実，花など
を植え，CO2 の吸収を促す。

③　雨水タンクの水を利用し，畑への散水を行
う。
④　発生電力の利用（負荷の製作）
　ア　放水ポンプの電源
　イ　夜間照明
　ウ　ライトアップ　公園や宣伝板
　このような計画を課題研究の時間で分担して
研究する。

3．各部門における取組状況

⑴　風力発電部門
　平成 21 年度，テレビ番組で見た風力発電を
作ってみたいという生徒の発案から課題研究の
中でスタートした。写真 1は直径 12 cmのサ
ボニウス型発電機の1号機で小型直流モータ（マ
ブチモータ）を使用したものであった。
　その後は毎年実用化に向けて様々な試作機を
製作した（写真 2）。現在は中強風用水平軸プ
ロペラ型発電機を増設し，電気制御ではない強
風対策システムも完成しつつある。また，低中
風用サボニウス発電機の強風対策システムの開
発にも注力している。
⑵　雨水発電部門
　雨水タンクに貯まった水を利用して，発電し
ようという試みである。
　平成 21 年度からはじめ，毎年，改良を加え
ながら製作している。発電機として自転車のハ

写真1 写真3

写真2
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ブダイナモを使用した。出力アップのために試
行錯誤をしている。
⑶　太陽光発電部門
　本プロジェクトにおいては，いちばんの電力
源である。しかし，発電パネルは既製品のため
研究の発展性が少ないこともあり，平成 24 年
度からスタートした。効率をよくするために地
面との角度を 32°と設定し，設置できるよう
製作を行った。
　開放電圧17 Vのパネルで，1枚につき晴天時，
バッテリーにつなぐと 1.7 Aで充電できた。現
在，1号機は電気科屋上に常設し運用している。
また，今年度 2号機が完成し，出力アップを目
指している。（p.22 写真 3） 
⑷　制御充電部門
　平成 23 年度から，充電部の制御に不可欠な
コントローラの基礎回路の製作を開始した。現
在は制御盤として設置する段階まで進んできて
いる。コントロールパネルの構想図も作成した。

（図 3，写真 4）
　今後は，過放電防止装置と過充電防止装置の
完成とコンバーターの製作を目指している。
⑸　雨水タンク部門
　雨水タンクのバルブの開閉は電磁弁と PLC

を用い，自動制御できることを目標としている。
配管の一方は畑の散水へ，もう一方は雨水発電
機へ放水をする。
　現在はファーム部門と合流し，エコファーム
散水（放水）制御システムを完成させ，タンク
内の水位は LEDによって，『E』，『M』，『F』を
表示するようにした。今後はタンクへの導水や
配線の電気工事などが課題である。また，更に
雨量管理や 24 時間管理システムの構築を考え
ている。（写真 5）
⑹　ファーム部門
　平成 22 年度から実習棟周辺の緑化推進とし
て，実習棟周辺に芝生を敷き，季節の花を植え，
緑化することに取り組んできた。（写真 6）
　今年度も実習棟周辺の緑化に取り組み，また，

写真6写真4

写真5
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自動散水システムの試作品を製作し，タンクか
ら配管を通り，花壇や畑に散水できるようにし
た。自動散水装置の電源は，エコ発電で発電し
た電気を利用することにより，電気の地産地消
を目指している。
⑺　負荷部門
①　12〔V〕LED照明の設置（写真 7）
　12 V，2Wの筒型 LEDライト（既製品）を
電気科実習棟の天井に設置して，点灯できるよ
うに配線した。この照明もエコ発電で発電した
電気を利用して点灯させた。
②　エコハウスの整備
　模擬屋内配線実習施設（写真 8）には 2部屋
があり，一部屋を快適空間に創造するため，直
流電化し，12 Vの LED照明を設置し，オーデ
ィオや PCなどが使えるように計画を始めた。
また，他方は近年企業等でも研究が進んでいる
野菜工場の設置に向けた研究を昨年度から開始
した。このような目的で使用するため，名称を
エコハウスと名付けた。

4．おわりに

　エコファームプロジェクトは，平成 21 年度
からスタートした。毎年，計画を更新しながら
今年度については 7部門 21 テーマまで増えた。
このプロジェクトを通して生徒は多くのことを
学び，自ら考え，様々な部品や工具を使用し，
ものづくりを体験することにより授業で習って
きた基礎知識の必要性を認識する。また，部門
ごとに計画を立て目標を達成するために，創意
工夫したり協力したりすることができ，分担し
たテーマが新しい発想のもと，新しい結果や作
品ができたときは，生徒も教員も嬉しい限りで
ある。
　しかしながら，課題研究は週に 3時間と短く，
限られた期間で製作することは容易ではなく，
そのなかでエネルギーの安定かつ実用的な電力
を得ること，環境について深く考えることの難
しさを知ることもできた。
　今回の報告はこれまでの中間報告であり，製
作を中心に行ってきたが，これからも継続して
プロジェクトを展開していくために，今後は発
電量や気象要素の計測を行い，さらにエコで，
出力アップをめざした設備を完成させていきた
い。そのため，結果や製作した作品をわかりや
すく残していくために広報部門を立ち上げ，ホ
ームページや説明資料を作成し，報告していく
ことで今後も多くの課題を解決しながら，より
良いものをつくり，発展継続させていきたい。
　最後に，本プロジェクトの推進にあたり，ご
協力を頂いた関係の先生方に厚くお礼申しあげ
る。

（文責　教諭　東山貴裕）
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